
ジ ョ セ フ  ・  ヒ コ  （ 浜 田 彦 蔵 ）  は 、天 保 ８ 年  （ １ ８ ３ ７ ）  に 播 磨 町 古宮 に 生 ま れ ま し た

。

1 3歳 の と き 、

初 め て 乗 っ た 船 が 嵐 で 難 破 し

、

5 2日 間 太 平 洋 を 漂 流 し た 後 、  ア
メ リ カ 商 船 に 救 助 さ れ ま し た 。渡 米 後 、  カ ト リ ッ ク の 洗 礼 を 受け て ジ ョ セ フ  ・  ヒ コ と 名 を 改 め 、米 国 市 民 権 を 取 得 し た ヒ コ は

、

3人 の 大 統 領 と 会 見 す る な ど 見
聞 を 広 め 、  民 主 主 義 に 共 鳴 し ま
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播 磨 町 古 宮 に 生 ま れ る （ 幼 名 ： 彦 太 郎 ）

江 戸 へ の 帰 り に 太 平 洋 を 漂 流 し 、 米

国 船 に 救 助 さ れ る

サ ン フ ラ ン シ ス コ に 着 く

帰 国 を 試 み 香 港 ま で 戻 っ た が 、 再 び

ア メ リ カ へ

税 関 長 で 優 れ た 企 業 家 だ っ た サ ン

ダ  ー ス の  秘  書 と し て 働 く

日 本 人 初 ピ ア ー ス 大 統 領 と 会 見

洗 礼 を 受 け 、 ジ ョ セ フ ・ ヒ コ に 改 名

ブ キ ャ ナ ン 大 統 領 と 会 見

日 本 人 初 ア メ リ カ 市 民 権 を 取 得

帰 国 し 、 ア メ リ カ 領 事 館 通 訳 と し て

働 く

領 事 館 を 辞 任 し 、 貿 易 商 館 を ひ ら く

外 国 人 が 襲 撃 ・ 暗 殺 さ れ る 事 件 が 

た び た び 起 こ り 、 身 に 危 険 を 感 じ 再

び 渡 米

リ ン カ ー ン 大 統 領 と 会 見

帰 国 後 、 再 び 領 事 館 通 訳 と し て 働 く

商 社 を 設 立 し 、 新 聞 発 行 の 準 備 を

始 め る

日 本 初 の 新 聞 を 発 行

長 崎 へ 移 り 、 英 国 商 館 と 鍋 島 家 と の

間 を 斡 旋 し 、 高 島 炭 坑 の 共 同 経 営

を 成 立 さ せ る

故 郷 古 宮 へ 戻 る

大 阪 造 幣 局 の 設 立 に 尽 力

「 横 文 字 の 墓 」 と も 呼 ば れ る 、 両 親

の 墓 碑 を 除 幕

北 風 氏 と 合 同 で 、 神 戸 で 製 茶 の 輸

出 貿 易 を 始 め る

北 風 氏 と の 茶 商 を 解 散 し 、 単 独 事

業 と な る

神 戸 で 精 米 所 を 始 め る

精 米 所 の 蒸 気 機 関 を 貸 し 、 神 戸 に

初 め て 電 燈 が 灯 る

心 臓 病 で 死 去 し 、 青 山 外 人 墓 地 に

葬 ら れ る

す 。  望 郷 の 念 と 開 国 し て 激 動 する 故 国 へ  の 熱 い 思 い に 突 き 動 かさ れ て 帰 国 し た ヒ コ は 、  日 本 人に 欧 米 の ニ ュ ー ス や 民 主 主 義 の思 想 を 伝 え る と い う 理 想 の もと 、  日 本 初 の 民 間 新 聞 を 発 行 しま す 。  「 子 ど も に も 読 め る 」  と いう 編 集 方 針 、  定 期 発 行 、  広 告 掲載 な ど の ビ ジ ネ ス モ デ ル は 、  今日 の 新 聞 の 基 礎 を 築 い た と し て高 く 評 価 さ れ て い ま す 。

い  ま も 残 る

時 代 の 息 吹

歴 史

ジ  ョ  セ フ  ・  ヒ  コ

新 聞 の 父

3 0歳 と い う 若 さ で 早 世 し た 浅
原 清 隆 は 大 正 ４ 年  （ １ ９ １ ５ ）  、現 在 の 播 磨 町 南 大 中 に 生 ま れま し た 。  帝 国 美 術 学 校  （ 現 在 の武 蔵 野 美 術 大 学 ）  在 学 中 、
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回 二 科 展 に 作 品 が 入 選 し 、  新 しい 絵 画 運 動 に 身 を 投 じ ま し た 。

本 庄 善 次 郎 、  山 口 洋 右 衛 門 、  浜本 帰 平 、  木 村 甚 八 は ジ ョ セ フ  ・ヒ コ の 漂 流 仲 間 で 帰 郷 後 、  姫 路藩 主 か ら 西 洋 風 の 大 型 帆 船 の 建

造 を 命 じ ら れ 、  安 政 ５ 年  （ １ ８５ ８ ）  、  約 ３ 年 の 歳 月 を か け て 西洋 型 帆 船

第

1号  「 速 鳥 丸 」  を 完

成 さ せ ま し た 。

三 界 萬 霊 地 蔵 尊

寛 保 3 年 （ 1 7 4 3 ） 、 清 政 が

亡 き 妻 の 追 善 供 養 の た め

に 無 量 壽 院 境 内 に 建 立 し

た 大 き な 石 仏 で す 。

魚 介 類 供 養 塔

魚 問 屋 を 開 業 し て 財 を 成

し た 清 政 が 、 扱 っ て き た 魚

介 類 に 感 謝 を 込 め て 建 立

し た 高 さ 3 2 5 ㎝ の 堂 々 と

し  た  宝  篋 （  ほ  う  き  ょ  う  ） 印

塔 で す 。

苦 労 人 庄 屋 だ っ た 清 政 が

書 き 遺 し た 記 録 で 、 当 時 の

村 の 様 子 や 清 政 の 人 間 像

を 伝 え る 貴 重 な 歴 史 資 料

で す 。

近 代 美 術 の 旗 手

浅 原

清 隆

梅 谷 七 右 衛 門 清 政 は 天 和 ３ 年（ １ ６ ８ ３ ）  、  東 本 庄 村 の 庄 屋 の家 に 生 ま れ ま し た 。

満

1 6歳 の 若

さ で 庄 屋 を 継 い だ 清 政 は 、  貧 しか っ た 村 を 救 う た め 、  新 田 開 発に 着 手 し 、  村 の 人 々 を 救 い ま した 。  そ の 後 、  魚 問 屋 を 開 業 し て経 済 的 に 成 功 を お さ め ま し たが 私 生 活 は き わ め て 質 素 で 、  地域 の 寺 社 の 再 建 や 困 窮 者 の 援助 な ど に 私 財 を 惜 し み な く 投じ ま し た 。 郷 土 に 尽 く し た 苦 労 人 庄 屋梅 谷

七 右 衛 門 清 政

西 洋 型 帆 船 の 父
本 庄

善 次 郎

山 口

洋 右 衛 門

浜 本

帰 平

木 村

甚 八

令 和 3 年 、ゆ か り の 3 件 を
播 磨 町 指 定 文 化 財 に 指 定

淡 路 島

女 子 ア パ ー ト

ヒ  コ  と  友  人  ヴ  ァ  ン ・ リ  ー  ド ジ  ョ  セ  フ ・ ヒ  コ  に  よ  る

両 親 と 家 族 の 墓

『 愚 胸 記 』

（ 『 當 家 立 身 巻 』 ）

ぐ き ょ う き

と う け り っ し ん の ま き

さ ん が い ば ん れ い じ ぞ う そ ん

ぎ ょ か  い る い く よ う と う

あさはら

きよたか

ほ ん し ょ う

ぜんじろう

やまぐち

ようえもん

はまもと

きへい

きむら

じんぱち

うめたに

きよまさ

しちえもん

速 鳥 丸 （ 上 ）・ 神 護 丸 之 図
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内 行 花 文 鏡 片

印 南 野 台 地 の 南 端 に 広 が る 大 中遺 跡 は 、  昭

和

3 7年  （ １ ９ ６ ２ ）  、

町 内

の

3人 の 中 学 生 に よ っ て 発

見 さ れ ま し た 。  遺 跡 の 総 面 積 は約 ７ 万 ㎡ に 及 び 、  発 掘 調 査 で は弥 生 時 代 後 期 か ら 古 墳 時 代 初 頭に か け て の 竪 穴 住 居 跡 や 土 器 や鉄 器 、  砥 石 が 多 数 出 土 し 、  中 国と の 交 流 を 示 す 青 銅 製 の  「 内 行花 文 鏡 」  の 一 部 も 発 見 さ れ ま した 。  昭

和

4 2年  （ １ ９ ６ ７ ）  に は こ

の 時 代 を 代 表 す る 遺 跡 と し て 国の 史 跡 に 指 定 さ れ ま し た 。  出 土品 は 郷 土 資 料 館 と 県 立 考 古 博 物館 に 展 示 ・ 保 存 さ れ て い ま す 。

江 戸 時 代 初 期 の 承 応 ３ 年  （ １ ６ ５４ ）  、  播 磨 地 方 は 大 干 ば つ に 見 舞わ れ ま し た 。  古 宮 組  （ 現 在 の 播 磨町 及 び 加 古 川 市 ）  の 大 庄 屋 、  今里 傳 兵 衛 は 、  水 不 足 で 苦 し む 農民 た ち を 目 の 当 た り に し て 、  用水 路  （ 新 井 ）  の 開 削 を 決 意 し ま した 。  足 が 棒 に な る ほ ど 現 地 調 査を 繰 り 返 し 、  水 路 の 絵 図 面 を 完成 さ せ た 傳 兵 衛 の 熱 意 は 地 域 の庄 屋 た ち を 動 か し 、  皆 が 工 事 の陳 情 書 に 署 名 を し ま し た 。  姫 路藩 主 の 榊 原 忠 次 は 、  陳 情 の 席 で「 工 事 を し た の に 水 が 流 れ な け れ
ば 家 族 全 員 が 極 刑 に な っ て も 構い ま せ ん 」  と い う 身 命 を 賭 し た傳 兵 衛 の 言 葉 に 感 銘 を 受 け 、  工事 の 早 期 着 工 を 許 し ま し た 。  日岡 山 山 麓 の 岩 盤 削 り や 喜 瀬 川 への 埋 樋 埋 設 な ど 難 工 事 の 連 続 でし た が 、  傳 兵 衛 の 綿 密 な 計 画 があ っ た お か げ で 、  着 工 か ら わ ずか

1年 で 新 井 は 開 通 し ま し た 。

い ま も 残 る 時 代 の 息 吹歴 史

国 指 定 史 跡

大 中 遺 跡 の 竪 穴 住 居 な ど を 復元 し た 遺 跡 公 園 で 、  隣 接 地 に兵 庫 県 立 考 古 博 物 館 と 播 磨 町郷 土 資 料 館 が あ り 、  町 内 ・ 町 外の 小 学 校 を 中 心 に 歴 史 学 習 の場 と し て 活 用 さ れ て い ま す 。大 中 遺 跡 公 園
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兵 庫 県 立
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東 入 口

復 元 竪 穴 住 居 跡
1 1 0 1 号 新

復 元 竪 穴 住 居 跡
5 号

遺 構 復 元 ゾ ー ン

古 代 の 暮 ら し を
3 6 0 ° A R で
再 現 ！

承 応 3 年 の 大 干 ば つ
春 か ら 秋 に か け て 雨 が 降 ら

ず 田 畑 は 地 割 れ し 、 作 物 は

お ろ か 種 籾 さ え も 収 穫 で き

な い 惨 状 で し た 。 こ の 大 干 ば

つ を 機 に 傳 兵 衛 は 長 年 の 悲

願 だ っ た 新 井 開 削 を 決 意 し

ま し た 。

新 井 開 削 の 父

大 池

傳 兵 衛 の 墓
古 宮 薬 師 堂 の 墓 地 に あ り 、 先

妻 、 後 妻 と 合 祀 さ れ て い ま す 。

石 灯 籠 、 玉 垣 門 、 今 里 傳 兵 衛 翁 頌 徳 碑 、 新 井 改 修 記 念

碑 、 播 州 加 古 郡 新 井 記 略 石 碑 な ど が 、 新 井 用 水 ゆ か り

の 大 池 の 地 に 建 て ら れ て い ま す 。

水 を 通 す た め に 川 底 に 埋 め ら れ た 松 材 の 樋 （ と い ）

で 、 現 在 は コ ン ク リ ー ト 造 り に 改 修 さ れ て い ま す 。

喜 瀬 川 の 埋 樋
う ず み び

埋 樋 「 逆 サ イ ホ ン 」 の 仕 組 み

加 古 川 下 流 農 業 用 水 給 水 区 域 図

し ん ゆ

でんべえ

野 添 側
出 口

大 中 側
入 口

喜 瀬 川

埋 樋

水 の 流 れ

新 井 用 水

イ イ ダ コ 壺鳥 形 土 製 品弥 生 時 代 の 土 器

おおなか

いせき

現 在 の 新 井 用 水 （ 大 中 ）

いまざと
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播 磨 小 学 校 の
ク ス ノ キ
明 治 3 3 年 （ 1 9 0 0 ） 、 同 校 が 現 在 地 に 移

転 し た 記 念 に 植 樹 さ れ た 8 本 の ク ス ノ キ

の う ち 記 念 樹 と し て 残 さ れ た 1 本 で す 。

梅 谷 家 住 宅
代 々 、 庄 屋 を 務 め た 梅 谷 家 の 1 0 代 目 が 昭 和 1 3 年 （ 1 9 3 8 ) に 建 て

た 住 宅 で 、 主 屋 ・ 離 れ ・ 北 塀 ・ 西 塀 は 国 登 録 有 形 文 化 財 で す 。 ま

た 、 同 住 宅 は 県 の 景 観 形 成 重 要 建 造 物 に も 指 定 さ れ て い ま す 。

古 宮 の 獅 子 舞
寛 永 1 1 年 （ 1 6 3 4 ） 、 古 宮 住 吉 神 社 隣 の 榎 木 大

明 神 で 舞 わ れ た 古 宮 講 の 伊 勢 太 神 楽 を 起 源 と

し 、 古 宮 住 吉 神 社 の 秋 祭 り に 奉 納 さ れ ま す 。

寺 の 沿 革 を 記 し た 本 尊 畧 縁 起 1 枚 と 理 趣 経 4 枚

の 版 木 で 、 文 明 1 9 年 （ 1 4 8 7 ） の 制 作 と 推 定 さ れ

て い ま す 。

古 宮 薬 師 堂 の
木 造 薬 師 如 来 座 像

「 お 薬 師 さ ん 」 と 親 し ま れ る 木 造 寄 木 造 の

仏 像 で す 。 衣 の ひ だ の 表 現 が 美 し く 、 平 安

時 代 末 期 の 作 と い わ れ て い ま す 。

圓 満 寺 の
釈 迦 十 六 善 神 画 像
応 永 2 年 （ 1 3 9 5 ） の 作 で 、 中 央 の

釈 迦 如 来 坐 像 、 両 側 の 文 殊 菩 薩

と 維 摩 居 士 （ ゆ い ま こ じ ） を 十 六

善 神 が 取 り 囲 ん で い ま す 。

二 子 住 吉 神 社 の
ク ス ノ キ
長 享 3 年 （ 1 4 8 9 ） 創 建 の 二

子 住 吉 神 社 の 拝 殿 横 に そ び

え る 樹 齢 約 5 0 0 年 の 御 神 木

で 、 播 磨 町 最 古 の 樹 木 で す 。

総 高 1 5 7 ㎝ の 方 形 一 重 の 塔 形 で

す 。 笠 の 四 隅 か ら ほ ぼ 垂 直 に 突

き 出 た 飾 り の 特 徴 か ら 室 町 時 代

初 期 の 建 立 と 推 定 さ れ て い ま す 。

善 福 寺 の 宝 篋 印 塔
ほ う き ょ う い ん と う 本 殿 は 江 戸 時 代 中 期 の 建 立 で 、 檜

皮 葺 の 一 間 社 春 日 造 の 社 殿 が 西

向 き に ４ 棟 連 な り 、 そ れ ぞ れ に 神

様 が 祀 ら れ て い ま す 。

阿 閇 神 社 本 殿
あ え

こ み や

御 月 見 日 記
享 保 5 年 （ 1 7 2 0 ） か ら 約 1 8 0 年 間 、 旧

野 添 村 川 端 の 農 民 が 当 時 の 暮 ら し や

社 会 情 勢 を つ づ っ た 記 録 で す 。

礼 盤 は 本 尊 前 に 置 か れ る

台  座  で  、 内  側  に  は  姫

路 藩 主 ・ 池 田 輝 政 の

妻 、 督 姫 が 父 ・ 家 康 に

会 い に 行 く 大 行 列 の

様 子 な ど が 墨 書 さ れ

て い ま す 。

蓮 花 寺 「 礼 盤 」
ら い は んれ ん げ じ

い ま も 残 る 時 代 の 息 吹歴 史

古 墳 時 代 中 期 に 築 造 さ れ た 直 径 約 2 2 ｍ 、 高 さ 2. 2

ｍ の 円 墳 で 周 囲 は 壕 が 巡 ら さ れ 、 地 域 の 有 力 者

の 墓 と 推 定 さ れ て い ま す 。 近 世 に 祠 が つ く ら れ

「 愛 宕 さ ん （ 愛 宕 権 現 ） 」 と 呼 ば れ 慕 わ れ て い ま す 。

愛 宕 塚 古 墳
あ た ご づ か

え ん ま ん じ

こ み や

ぜ  ん  ぷ く じ

お つ き み

無 量 壽 院 の

版 木 「 理 趣 経 」 等

む り ょ う じ ゅ い ん

り し ゅ き ょ う
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「 お 薬 師 さ ん 」 と 親 し ま れ る 木 造 寄 木 造 の

仏 像 で す 。 衣 の ひ だ の 表 現 が 美 し く 、 平 安

時 代 末 期 の 作 と い わ れ て い ま す 。

圓 満 寺 の
釈 迦 十 六 善 神 画 像
応 永 2 年 （ 1 3 9 5 ） の 作 で 、 中 央 の

釈 迦 如 来 坐 像 、 両 側 の 文 殊 菩 薩

と 維 摩 居 士 （ ゆ い ま こ じ ） を 十 六

善 神 が 取 り 囲 ん で い ま す 。

二 子 住 吉 神 社 の
ク ス ノ キ
長 享 3 年 （ 1 4 8 9 ） 創 建 の 二

子 住 吉 神 社 の 拝 殿 横 に そ び

え る 樹 齢 約 5 0 0 年 の 御 神 木

で 、 播 磨 町 最 古 の 樹 木 で す 。

総 高 1 5 7 ㎝ の 方 形 一 重 の 塔 形 で

す 。 笠 の 四 隅 か ら ほ ぼ 垂 直 に 突

き 出 た 飾 り の 特 徴 か ら 室 町 時 代

初 期 の 建 立 と 推 定 さ れ て い ま す 。

善 福 寺 の 宝 篋 印 塔
ほ う き ょ う い ん と う 本 殿 は 江 戸 時 代 中 期 の 建 立 で 、 檜

皮 葺 の 一 間 社 春 日 造 の 社 殿 が 西

向 き に ４ 棟 連 な り 、 そ れ ぞ れ に 神

様 が 祀 ら れ て い ま す 。

阿 閇 神 社 本 殿
あ え

こ み や

御 月 見 日 記
享 保 5 年 （ 1 7 2 0 ） か ら 約 1 8 0 年 間 、 旧

野 添 村 川 端 の 農 民 が 当 時 の 暮 ら し や

社 会 情 勢 を つ づ っ た 記 録 で す 。

礼 盤 は 本 尊 前 に 置 か れ る

台  座  で  、 内  側  に  は  姫

路 藩 主 ・ 池 田 輝 政 の

妻 、 督 姫 が 父 ・ 家 康 に

会 い に 行 く 大 行 列 の

様 子 な ど が 墨 書 さ れ

て い ま す 。

蓮 花 寺 「 礼 盤 」
ら い は んれ ん げ じ

い ま も 残 る 時 代 の 息 吹歴 史

古 墳 時 代 中 期 に 築 造 さ れ た 直 径 約 2 2 ｍ 、 高 さ 2. 2

ｍ の 円 墳 で 周 囲 は 壕 が 巡 ら さ れ 、 地 域 の 有 力 者

の 墓 と 推 定 さ れ て い ま す 。 近 世 に 祠 が つ く ら れ

「 愛 宕 さ ん （ 愛 宕 権 現 ） 」 と 呼 ば れ 慕 わ れ て い ま す 。

愛 宕 塚 古 墳
あ た ご づ か

え ん ま ん じ

こ み や

ぜ  ん  ぷ く じ

お つ き み

無 量 壽 院 の

版 木 「 理 趣 経 」 等

む り ょ う じ ゅ い ん

り し ゅ き ょ う

1 5 1 4


